
あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
　
　
長
　
齋
藤
　
　
眸
（
高
津
五
丁
目
）

副 

会 

長
　
石
本
　
建
二
（
東
町
）

常
務
理
事
　
福
原
　
正
巳
（
下
本
郷
町
）

理
　
　
事
　
岩
本
キ
ミ
子
（
久
城
町
）

　 

〃 

　
　
大
久
保
　
稔
（
下
本
郷
町
）

　 

〃 

　
　
佐
々
木
文
彦
（
遠
田
町
）

　 

〃 

　
　
佐
々
木
洋
司
（
高
津
六
丁
目
）

　 

〃 

　
　
澄
出
　
正
義
（
美
都
町
仙
道
）

　 

〃 

　
　
高
橋
　
和
則
（
美
都
町
都
茂
）

　 

〃 

　
　
竹
田
　
和
夫
（
匹
見
町
道
川
）

　 

〃 

　
　
田
中
　
　
敦
（
木
部
町
）

　 

〃 

　
　
豊
田
　
忠
作
（
白
上
町
）

　 

〃 

　
　
永
本
　
鶴
枝
（
須
子
町
）

　 

〃 

　
　
原
　
　
伸
二
（
久
城
町
）

　 

〃 

　
　
山
本
　
　
尚
（
中
吉
田
町
）

　 

〃 

　
　
吉
村
　
浩
司
（
中
島
町
）

　 

〃 

　
　
渡
辺
　
　
隆
（
匹
見
町
紙
祖
）

監
　
　
事
　
吉
川
　
富
男
（
水
分
町
）

　 

〃 

　
　
竹
内
　
優
機
（
あ
け
ぼ
の
西
町
）

　 

〃 

　
　
本
井
　
宗
明
（
高
津
四
丁
目
）

顧
　
　
問
　
田
中
　
　
稔
（
乙
吉
町
）

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

　
　
　
　
評
議
員
・
職
員
一
同

 

迎
　
春

鎌手地区の「大浜いきいきサロン」と「身障サロン鎌手」による交流会
お互いこの日のために練習した出し物の発表や、カラオケ大会などで大い
に盛り上がりました。
今年も健康で参加していきたいと思います。

益田市の
社協
だより

vol.227
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
八
年

の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
福
祉
活
動
に
お
け
る
中
核

組
織
と
し
て
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」「
地

域
と
の
つ
な
が
り
」
を
深
め
て
い
く
た

め
、
多
く
の
団
体
の
参
加
と
協
働
の
も

と
に
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
福
祉
教
育
、
高

齢
者
・
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、
地

域
福
祉
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
と
致
し
ま
し
て
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
自
立
し
た
日

常
生
活
を
送
る
た
め
、
地
域
住
民
、
行

政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
事
業
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
と

も
に
支
え
あ
い
、
助
け
合
う
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
社
会
福
祉
協
議

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成

二
十
八
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
本
協
議
会
の
事
業
運

営
ま
た
地
域
福
祉
活
動
等
に
ご
理
解
、

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
内
の
経
済
状
況
や
雇
用
環
境
は
、

徐
々
に
上
向
き
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
中
で

実
感
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
生
活
困
窮
世
帯
の
増
加
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
、
高
齢
化
に
と
も
な
う

介
護
問
題
、
地
域
の
中
で
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
等
、
生
活
課
題
が
増
加
し
、

複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
個
別
ニ
ー
ズ
や
地
域
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
、
少
し
ず
つ
で
も
課

題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

会
と
協
働
し
て
、
第
二
期
益
田
市
地
域

福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推

進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
福
祉

を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

の
皆
様
の
積
極
的
な
参
画
と
協
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
一
層
の
連

携
を
図
り
、
各
種
福
祉
施
策
を
展
開
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
二
十
八
年
が
、
市
民

の
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
を
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　

本
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
市
と

協
働
し
て
、
第
二
期
益
田
市
地
域
福
祉

計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
い

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
住
民
主
体
の
「
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
」
に
よ
る
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
事
業
、
高
齢
者
が
元
気
で

長
生
き
で
き
る
生
き
が
い
づ
く
り
に

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」、
学
生

の
福
祉
の
こ
こ
ろ
を
育
む
「
サ
マ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
な
ど
。

こ
う
し
た
事
業
を
、
各
関
係
機
関
・
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
皆
様
と
連
携

し
、
市
民
相
互
の
支
え
合
い
を
基
本
と

す
る
地
域
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
精
一
杯
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
健

康
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
参
画
と
協
力
を

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

益
田
市
長

　
山
　
本
　
浩
　
章

益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
長

　
齋
　
藤
　
　
　
眸
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広がれ！あいサポートの輪

手に手をとりあって（豊川小学校体験交流）
　豊川小学校３・４年生は、福祉教育の授業で障がいのある方との交流を通して、実際の生活や特性を「感
じ」「考え」る体験をしました。児童たちは、この出会いで、その人のくらしや願い、やさしさ、あたたか
さにふれることができました。さらに、たくましい生き方に励まされ、自分自身のこれまでの仲間や家族と
のつながりをふり返ることができました。
　11月21日（土）「とよかわっこ発表会」にて、その時の様子や感じたことを劇にして、ご家族や地元の方
たちの見守る中で発表しました。
　「障がいがあってもなくても同じ仲間、一緒に手を携えていこうと思いました。」
　児童たちは、いろいろな立場の人たちがいることを知り、相手の立場に立って考えることの大切さを感じ
ることができたのではないでしょうか。

　12月３日（木）、市内２か所（イオン益田店、ゆめタウン益田
店）で、障がいのある方々への理解を深め、配慮やちょっとした
手助けを行う｢あいサポータ―｣ への参加を呼びかける街頭キャ
ンペーンを実施しました。
　街頭に立ったメッセンジャーたちは、「障がい者への理解の第
一歩としてぜひ参加して欲しい」と、あいサポートグッズを手渡
しながら呼びかけました。

目の不自由な方を誘導しました教わった手話を披露しました

　研修を実施したいときは、下記までお申し込みください。研修講師
（メッセンジャー）を派遣します。（派遣は無料です）

「あいサポーター」になるには？
　職場やPTAの研修として、学校行事として、地域の会合の中で、サークルの仲間たちと… 

「あいサポーター研修」を実施しましょう。

【申込先】益田市社会福祉協議会
TEL ／ 22-7256　FAX／ 23-4177

平成28（2016）年１月3



代　表：会 長　能 美　紀 子
設　立：平成11年
会員数：9名

　『ボランティア　赤いくつ』も17年目に入りました。普
段は、福祉センターなどでダンスなどの練習をしていま
す。松ヶ丘病院、希望の里に声をかけてもらったことが
きっかけで、地域交流がはじまりました。現在では、定期
的に市内の福祉施設や学校でダンスを披露したり、一緒に
踊ったりして交流を深めています。メンバーは高齢になり
ましたが、入居者の方や子ども達が喜ばれる姿に、笑顔と
元気をいただきながらもう少し頑張りたいと思います。

市内ボランティアグループ紹介Vol.
9

島根県社協より感謝状をいただき、メンバーで記
念撮影。励みになります。

ボランティア　赤いくつ

津田地区 健康・福祉フェア

　このイベントは、普段話しをしたことのない人や、初めて顔を合わ
せる人などが一同に会して交流し、今後、津田地区を元気にしていく
ことも大切な目的としており、50人を超えるボランティアの協力を得
られたことは、津田地区の底力を見たようで、大変嬉しく思いました。

　津田地区では、10月４日、午前中に「健康・福祉フェア」、午後は「みんなで長寿をお祝いする会」
（敬老会）を開催し、多くの住民が一同に集ういい機会になりました。
　「健康・福祉フェア」では地区内のボランティア（歯科医師・薬剤師・看護師・栄養士・ケアマネー
ジャーなど）の協力の下、健康チェックコーナー、相談コーナー、介護用品の展示、AED・車椅子
の操作体験、福祉施設の紹介コーナーを設置しました。各コーナーには順番待ちの列ができるほど
の盛況ぶりでした。合間には喫茶コーナーで抹茶やコーヒーをいただきながら話が弾んでいました。
フェアの最後は「食べて、笑って、若返る！これで延びるぞ、健康寿命」と題して楽しい講演を聴き
ました。
　午後は参加者全員で「みんなで長寿をお祝いする会」を行い、余興やゲーム、盆踊りで盛り上がり
ました。

平成28（2016）年１月 4



　上記相談日以外でも専任相談員がお受けします。

益田市社会福祉協議会
☎２２－７２５６（月～金　8 ： 30 ～ 17 ： 30）

ふれあい福祉相談のご案内 １月・２月の相談日 場所：益田市総合
　　　福祉センター

無料法律相談
13:00～15:00（要予約）

ふれあい福祉相談
10:00～15:00

老人母子相談
10:00～15:00

１月  ８日 （金）  ８日 （金）  ８日 （金） ・ 22日 （金）

２月 12日 （金） 12日 （金） 12日 （金） ・ 26日 （金）

　島根県内の福祉事業所の人材確保及び福祉職場に就職を希望する方への支援を目的に開催します。福祉の資
格を活かして仕事がしたい、福祉の仕事に関心があって福祉の職場で働いてみたいという方、ぜひお気軽にご
来場ください。

善
意
の
輪�

敬
称
略

�

（
平
成
27
年
10
月
１
日
～
平
成
27
年
11
月
30
日
）

【
香
典
返
し
】

寺
澤
シ
マ
ヨ
（
東
町
）�

金
一
封

柳
田
恵
美
子
（
喜
阿
弥
町
）�

金
一
封

宮
内
　
義
之
（
戸
田
町
）�

金
一
封

芳
尾
　
芳
一
（
高
津
六
丁
目
）�

金
一
封

浅
井
　
重
男
（
高
津
二
丁
目
）�

金
一
封

澄
川
　
一
子
（
東
町
）�

金
一
封

中
島
　
　
博
（
東
町
）�
金
一
封

草
野
　
ヒ
デ
（
広
島
県
広
島
市
）�
金
一
封

篠
原
　
　
孃
（
須
子
町
）�

五
万
円

長
岡
　
澄
江
（
久
城
町
）�

金
一
封

大
石
　
　
進
（
戸
田
町
）�

金
一
封

石
川
　
一
義
（
久
城
町
）�

金
一
封

寺
戸
　
研
一
（
染
羽
町
）�

金
一
封

和
﨑
ト
モ
子
（
常
盤
町
）�

金
一
封

又
賀
　
郷
子
（
中
島
町
）�

金
一
封

吉
部
　
和
志
（
久
々
茂
町
）�

金
一
封

井
上
　
純
子
（
下
種
町
）�

金
一
封

下
森
　
高
子
（
美
濃
地
町
）�

金
一
封

大
石
　
達
也
（
遠
田
町
）�

金
一
封

宮
﨑
　
守
文
（
埼
玉
県
比
企
郡
）
金
一
封

大
庭
　
謙
ニ
（
久
城
町
）�

金
一
封

島
田
　
壽
子
（
三
宅
町
）�

金
一
封

市
村
キ
チ
エ
（
高
津
一
丁
目
）�

金
一
封

堀
江
　
俊
二
（
高
津
五
丁
目
）�

金
一
封

永
井
ミ
ヨ
ノ
（
高
津
五
丁
目
）�

金
一
封

河
野
　
　
緑
（
土
井
町
）�

金
一
封

橋
本
　
浩
一
（
白
上
町
）�

金
一
封

（故）（故）（故）（故）（故）（故）（故）（故）（故）（故）（故）（故）

山
本
ミ
ド
リ
（
東
町
）�

金
一
封

河
野
　
二
美
（
美
都
町
宇
津
川
）�

金
一
封

斉
藤
　
哲
郎
（
美
都
町
山
本
）�

金
一
封

岡
藤
　
英
作
（
美
都
町
山
本
）�

金
一
封

中
田
　
静
登
（
匹
見
町
石
谷
）�

金
一
封

大
畑
　
恒
代
（
匹
見
町
紙
祖
）�

金
一
封

【
見
舞
返
し
】

渡
辺
　
政
晴
（
匹
見
町
匹
見
）�

金
一
封

【
物
品
寄
贈
】

浅
井
　
正
夫
（
高
津
二
丁
目
）

�

車
椅
子
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
善
意
の
寄
付

金
は
、
ご
意
志
に
沿
っ
て
、
地
域
福
祉
活
動

事
業
費
や
、
福
祉
基
金
積
立
の
原
資
と
し
て
、

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（故）（故）（故）（故）

社
協
特
別
会
員
へ
の
お
礼

　

社
協
の
特
別
会
員
と
し
て
、
次
の
企
業
・

団
体
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
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福祉・介護の仕事
 就職・転職フェア 参加無

料
入退場自

由
申込不

要
服装自

由

日　時 	 平成28年２月７日　12時00分～15時30分
会　場 	 くにびきメッセ

	 （松江市学園南１丁目２－１）

内　容 	 ◦�福祉人材センターによる就職に関する相
談・求職登録

	 ◦�ハローワーク・ナースセンターなどによ
る就職相談

	 ◦�事業所による個別就職面談コーナー�ほか会　場  島根県福祉人材センター　☎0852-32-5957
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借入申込者 島根県
社会福祉協議会

民生委員

益田市
社会福祉
協議会

相談

申込
申込

相談から貸付決定までの流れ

○ 総合支援資金
（生活支援費・住宅入居費・一時生活再建費）
失業者等、日常生活全般に困難を抱えており、生活の
立て直しのために継続的な相談支援（就労支援、家計
指導等）と生活費及び一時的な賃金を必要とし、貸付
を行うことにより、自立が見込まれる世帯に貸し付け
る資金です。

○ 教育支援資金
（教育支援資金・就学支度費）
高校、大学、短大、高専、専門学校への就学に際し授
業料などに必要な費用及び入学する際に、必要な費用
を貸し付ける資金です。

○ 福祉資金
（福祉費）
日常生活を送る上で、又は自立生活に役立てるために
一時的に必要な費用の貸付資金です。

（緊急小口資金）
緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合の少
額の貸付資金です。

○ 不動産担保型生活資金
（不動産担保型生活資金・要保護世帯向け不動産担保型生活資金）
高齢者世帯及び要保護高齢者世帯に対し、一定の居住
用不動産を担保として、生活資金を貸し付ける資金で
す。

貸付契約締結

貸付金送金
償還（返済） 審 査

□お住まいの民生委員が相談支援をおこないます。
□他制度が優先です。他制度の利用が困難な場合に貸付をおこないます。
□所得基準を設けています。世帯としての所得が多い場合は貸付対象とならないことがあります。
□貸付に当たって、利用目的や返済能力などの審査をおこないます。

生活福祉資金貸付制度のご案内
ご家族の暮らしの安定と将来のために…
　生活福祉資金とは、比較的所得が少ない世帯・障がい者世帯・高齢者世帯に対し、資金の貸付と私たち社
会福祉協議会や民生委員が寄り添い、生活等に関する相談支援を行うことによって、経済的な自立と生活の
安定を図ることを目的とする貸付制度です。
　実施主体は島根県社会福祉協議会ですが、実際のご相談は益田市社会福祉協議会で受け付けています。
　貸付金の原資は国と島根県が拠出しています。

貸付金の種類

※�申込から資金交付までの期間は、総合支援資金・福祉資金・教育支援資金は１～２ヶ月程度（緊急小口資金は１週間程度）、不動産
担保型生活資金は数ヶ月かかります。

生活福祉資金に関する詳しい内容・ご相談は、お近くの民生委員か、益田市社会福祉協議会
（あんしん生活支援センター）☎２２－７２５６までお問い合わせください。

借入申込者 島根県
社会福祉協議会

民生委員

益田市
社会福祉
協議会

相談

申込
申込

相談から貸付決定までの流れ

○ 総合支援資金
（生活支援費・住宅入居費・一時生活再建費）
失業者等、日常生活全般に困難を抱えており、生活の
立て直しのために継続的な相談支援（就労支援、家計
指導等）と生活費及び一時的な賃金を必要とし、貸付
を行うことにより、自立が見込まれる世帯に貸し付け
る資金です。

○ 教育支援資金
（教育支援資金・就学支度費）
高校、大学、短大、高専、専門学校への就学に際し授
業料などに必要な費用及び入学する際に、必要な費用
を貸し付ける資金です。

○ 福祉資金
（福祉費）
日常生活を送る上で、又は自立生活に役立てるために
一時的に必要な費用の貸付資金です。

（緊急小口資金）
緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合の少
額の貸付資金です。

○ 不動産担保型生活資金
（不動産担保型生活資金・要保護世帯向け不動産担保型生活資金）
高齢者世帯及び要保護高齢者世帯に対し、一定の居住
用不動産を担保として、生活資金を貸し付ける資金で
す。

貸付契約締結

貸付金送金
償還（返済） 審 査

貸付までの流れ
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〒698-0036 益田市須子町3-1
TEL：0856-22-7256 FAX：0856-23-4177
社協e-mail：masuda_h@masuda-shakyou.or.jp

発 行： 益 田 市 社 会 福 祉 協 議 会
編 集：益田市社会福祉協議会広報運営委員会

社会福祉
法　　人

「はぁーてぃ」は英語で“心の温かい”、“真心のこもった”という意味をもつ「Hearty」の読みを日本語表記したものです。

益田市社協 検索社協ホームページ


